
 

見直し
54%どちらとも

28%

このまま
5%

無回答
13%

大
宮
か
ら
ニ
ュ
ー

シ
ャ
ト
ル
に
乗
り

一
つ
目
の
駅
「
鉄

道
博
物
館
駅(

大
成

駅)

」
に
到
着
。
改

札
を
出
た
あ
た
り
か
ら
鉄
道
関

係
の
展
示
物
が
転
々
と
あ
り
、

歩
く
方
向
は
間
違
え
な
い
。
や
っ

と
来
れ
た
う
れ
し
さ
に
ど
き
ど

き
し
な
が
ら
入
場
チ
ケ
ッ
ト
を

買
っ
た
▼
１
９
３
６
年
４
月
に

開
館
し
た
東
京
・
万
世
橋
前
に

あ
っ
た
交
通
博
物
館
を
２
０
０

４
年
２
月
、
さ
い
た
ま
市
へ
移

転
。
０
９
年
１
０
月
で
入
館
者

数
３
０
０
万
人
と
い
う
。
館
全

体
の
２
分
の
１
を
占
め
る
鉄
道

車
両
な
ど
の
展
示
は
、
明
治
か

ら
現
代
ま
で
の
様
々
な
車
体
が

あ
り
、
昨
年
か
ら
は
通
称
「
だ

ん
ご
っ
鼻
」
の
０
系
新
幹
線
も

先
頭
部
分
だ
け
れ
ど
見
る
こ
と

が
で
き
る
▼
時
代
の
雰
囲
気
を

出
す
た
め
に
マ
ネ
キ
ン
が
置
か

れ
て
い
た
り
す
る
の
だ
が
、
オ

レ
ン
ジ
色
の
国
鉄
初
の
通
勤
電

車
の
車
両
に
も
寝
て
い
る
姿
が

あ
っ
た
の
で
、
ふ
ざ
け
て
「
お

客
さ
ん
、
終
点
で
す
よ
」
と
声

を
か
け
た
ら
本
当
の
「
人
」
だ
っ

た
の
で
び
っ
く
り
。
懐
か
し
く

て
座
り
込
み
（
中
に
も
入
れ
る
）
、

そ
の
ま
ま
寝
て
し
ま
っ
た
よ
う

だ
。
▼
か
つ
て
の
食
堂
車
の
代

名
詞
「
旅
の
レ
ス
ト
ラ
ン
・
日

本
食
堂
」
で
「
な
つ
か
し
の
駅

ナ
ポ
リ
タ
ン
」
を
食
べ
る
。
窓

の
外
に
は
高
崎
線
、
宇
都
宮
線

が
走
り
、
鉄
道
が
大
好
き
な
人

に
は
幸
せ
な
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

Ｃ
５
７
蒸
気
機
関
車
が
３
６
０

度
回
転
し
、
汽
笛
を
鳴
ら
す
場

面
も
あ
る
。
壮
大
な
景
色
の
中

で
聞
き
た
い
と
も
思
っ
た
が
、

こ
れ
も
時
代
の
流
れ
か
と
目
頭

が
熱
く
な
っ
た
。

（
Ｍ
）
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★ 沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】★

沖
電
気
の
歴
史

考

昭
和
２
０
年
（
１
９
４
５
年
）
通

信
機
だ
け
で
は
、
全
従
業
員
の
生

活
と
雇
用
の
確
保
は
難
し
く
、
品

川
工
場
で
は
真
空
管
・
４
球
の
ラ

ジ
オ
や
ア
イ
ロ
ン
な
ど
を
製
造
、

芝
浦
工
場
で
は
目
覚
ま
し
時
計
、

福
島
工
場
で
は
ラ
ジ
オ
や
電
気
ス

ト
ー
ブ
な
ど
を
手
が
け
た
が
、
官

に
依
存
し
た
体
質
の
沖
電
気
は
民

需
分
野
の
開
拓
は
販
売
ル
ー
ト
も

な
く
成
功
し
な
か
っ
た
。
以
降
、

沖
電
気
の
経
営
は
常
に
官
依
存
か

ら
の
転
換
が
試
練
と
な
る
。

１９４７年のＣＭ

沖電気の経営に求められるもの

今、電機産業はグローバル経営の中で、産業構造の変化と激烈な競
争にあります。

製品のデジタル化・モジュール化で、一社で企画・開発・設計・製造

をしなくても開発・製造が可能になりました。又、プロセス技術の海

外流出で、製造技術だけでは優位に立てないなど電機産業の劇的な構

造変化が起きています。

こうした変化に対してＯＫＩのこの１０年どういう対応をしてきた
のか。経営危機になれば、目先の利益追求が最優先になり、１０年、

２０年先を見据えた経営がされてきませんでした。「一等商品」の創

出を掲げながら、研究・開発部門の縮小、技術と技術者の分散化が進

められ、ものづくりが軽視されてきました。更に成果主義でチームワー

クが弱体化し、集団としての力が衰退してきました。

これらの反省にたって抜本的な経営戦略の転換が求められています。
しかし発表された中期計画（２０１０～１２年）の基本的な考え方は

｢売上拡大に依存せず、確実に利益を上げる事業構造を構築。全体最

適の視点でコスト削減施策を実施する｣であり、この考え方からは再

生の展望は見えてきません。

「いかにつくるかではなく、何をつくるか」
が勝負の世界になっています。そのためには新商品

（ヒット商品）を生み出す開発・技術力の再構築と、

それを可能にする職場環境づくり、ＯＫＩも登録し

た国連のグローバル・コンパクト（※参照）を確実

に実行して｢人間らしい働き方｣を実現していくこと

などイノベーション（変革）が求められています。
※グローバル・コンパクト：

２０００年に国連で発足した企業・団体の社会的責任（ＣＳＲ）活動 。現在１

３８カ国、約８千の企業・団体が参加。人権、労働、環境、腐敗防止の４部門

で１０の基本原則を設けている。例：原則１．人権の擁護 原則６．雇用と

職業に関する差別の撤廃。原則９．環境にやさしい技術の開発と普及。

沖電気工業 川崎秀一社長 就任の言 葉（０９年６月）が実感できますか？

今
年
の
春
闘
に
向
け
て
の

当
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
７

割
超
の
人
が
生
活
苦
を
訴
え

て
い
る
。

こ
の
十
数
年
来
「
創
業
以

来
最
大
級
の
危
機
」
の
名
の

も
と
、
賃
金
カ
ッ
ト
を
始
め
、

労
働
条
件
は
切
り
下
げ
ら
れ

続
け
ま
し
た
。
長
時
間
過
密

労
働
で
精
神
的
に
病
み
、
自

殺
に
追
い
込
ま
れ
る
よ
う
な

深
刻
な
事
態
に
、
他
人
事
で

は
な
い
と
い
う
の
が
職
場
の

実
態
で
す
。
現
状
に
対
す
る

不
満
と
将
来
に
対
す
る
不
安

が
渦
巻
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
態
に
も
労
働
組

合
は
「
企
業
利
益
優
先
」
の

会
社
施
策
に
理
解
を
示
す
ば

か
り
で
、
組
合
員
の
切
実
な

声
を
施
策
に
反
映
さ
せ
る
力

が
弱
い
。
例
え
ば

◆
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
対
す

る
対
策
を
強
め
る
こ
と
。

◆
非
正
規
社
員
を
正
社
員
に

す
る
こ
と
。

◆
年
次
有
給
休
暇
や
男
性
の

育
児
休
暇
な
ど
の
取
得
が
可

能
な
環
境
を
つ
く
る
こ
と
。

◆
海
外
移
転
の
際
に
は
国
内

雇
用
対
策
を
す
る
こ
と
。

◆
女
性
社
員
の
処
遇
を
改
善

す
る
こ
と
。

◆
研
究
開
発
費
や
役
員
報
酬

な
ど
お
金
の
監
視
を
す
る
こ

と
。
こ
れ
ら
具
体
化
に
よ
る

働
き
方
の
改
善
が
Ｏ
Ｋ
Ｉ
の

再
構
築
に
は
必
要
で
す
。

希
望
の
持
て
る
働
き
方
の
再
構
築
こ
そ
が

Ｏ
Ｋ
Ｉ
と
社
会
の
再
生
を
促
す

生活実感

やや苦しい

３８％

かなり苦

しい ３５％

まぁまぁ

２４％

ややゆとり２％
生
活
苦
し
い
が
７
３
％

成
果
主
義
賃
金

見
直
し
の
声

５
４
％

賃
金
抑
制
に
対
す
る
不
満

も
７
割
を
超
え
る
。

成果主義賃金

賃
金
抑
制
の
テ
コ
、
見
直
し
・

是
正
を
求
め
る
声
が
大
き
い



棚卸し 事業再編＋ その他

売却益 売却損 売却益 評価損 利益 損失 評価損 特別退職金

333 228 405 341 70 114 224 445 　(億円)
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合計
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２０００年3月～２００９年3月　　特別損益の内訳
固定資産 有価証券 為替損益

ロシア 約１３，０００
米国 約９，４００
フランス ＞３００
中国 約２４０
英国 約１８５
イスラエル 約８０
パキスタン 70～90
インド 60～80
北朝鮮 ＜１０
合計 約２３，３７５
ＦＡＳ　Ｓｔａｔｕｓ　of
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世界の核兵器の数
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国
連
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）

５
年
に
一
度
の
会
議

◇
◇

５
月
２
日
の
「
核
兵
器
の

な
い
世
界
の
た
め
の
国
際
行
動
」

な
ど
の
行
動
に
参
加
し
、
核
兵
器

廃
絶
の
願
い
を
、
国
連
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ

再
検
討
会
議
に
届
け
て
き
ま
し
た
。

２
日
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
地
区
の

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
は
、
夏
の
よ
う

家
が
次
々
に
核
廃
絶
を
訴
え
ま
し
た
。

国
連
本
部
ま
で
の
パ
レ
ー
ド
で
は
、

沿
道
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
民
が
手
を

振
っ
て
応
え
、
折
鶴
や
絵
手
紙
な
ど

を
受
け
取
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
国
連

本
部
の
あ
る
ハ
マ
ー
シ
ョ
ル
ド
広
場

に
は
、
日
本
か
ら
の
６
９
０
万
筆
の

核
廃
絶
署
名
が
積
み
上
げ
ら
れ
、
Ｎ

Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
国
連
会
議
で
「
核
兵
器
廃
絶
に

向
け
た
国
際
合
意
」
に
踏
み
出
す
こ

と
を
願
い
な
が
ら
米
国
で
の
７
日
間

行
動
を
終
え
ま
し
た
。

★ なくそう貧困 守ろう生活 変えよう政治 ★ ２ ０ １ ０ 年 ６ 月 第 ２ ６ ２ 号

賃
下
げ
は

ち
ょ
っ
と
戻
っ
た
け
れ
ど

【
福
島
・
Ｏ
Ｅ
Ｆ
プ
ロ
テ
ッ
ク
】

「
赤
字
決
算
解
消
」
の
た
め

に
と
、
昨
年
１
０
月
か
ら
賃
金

が
１
０
％
下
げ
ら
れ
、
年
末
一

時
金
は
ゼ
ロ
支
給
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

１
０
春
闘
は
、
導
入
時
の
約

束
通
り
１
０
％
の
賃
下
げ
は
止

め
ら
れ
元
の
賃
金
に
復
活
し
、

夏
期
一
時
金
は
０
・
５
ヶ
月
分

支
給
と
い
う
内
容
で
決
着
し
ま

し
た
。

赤
字
は
解
消
さ
れ
て
お
ら
ず
、

「
賃
下
げ
は
何
だ
っ
た
の
？
」
、

「
経
営
陣
の
経
営
方
針
に
疑
問
」

な
ど
の
声
も
多
い
。
Ｏ
Ｋ
Ｉ
の

「
連
結
企
業
再
編
構
想
」
に
も

不
安
が
拡
大
す
る
ば
か
り
で
す
。

八
王
子
地
区
で

事
業
活
動
の
継
続
を

【
Ｏ
Ｋ
Ｉ
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
】

１
９
６
１
年
（
昭
和
３
６
年
）

に
市
の
誘
致
企
業
と
し
て
開
設

し
た
沖
電
気
の
電
子
デ
バ
イ
ス

事
業
所
は
０
８
年
１
０
月
に
ロ
ー

ム
に
８
５
８
億
円
（
Ｏ
Ｋ
Ｉ
の

収
入
純
額
＝
７
９
４
億
円
）
で

売
却
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
・
八
王
子
地
区
で
の
事

業
活
動
の
継
続
を
求
め
る
市
民

ぐ
る
み
の
「
Ｏ
Ｋ
Ｉ
セ
ミ
コ
ン

ダ
ク
タ
の
仲
間
と
連
帯
す
る
会
」

（
会
長
・
東
京
地
評
伊
藤
・
事

務
局
長
）
も
結
成
さ
れ
、
ロ
ー

ム
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
、

八
王
子
市
な
ど
へ
要
請
行
動
も

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
売
却
時
は
全
体
で

約
５
５
０
０
人
の
従
業
員
数
は

２
３
０
０
人
程
度
に
減
ら
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
八
王
子
地

区
も
激
減
、
グ
ル
ー
プ
企
業
を

含
め
約
８
割
減
少
の
５
０
０
人

程
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

不
満
！
同
じ
仕
事
で
も

労
働
条
件
に
格
差

【
非
正
規
社
員
】

沖
電
気
で
働
く
派
遣
社
員
や

契
約
社
員
は
年
次
有
給
休
暇
の

取
得
も
困
難
な
う
え
、
退
職
金

な
ど
の
処
遇
も
正
規
社
員
と
大

き
な
格
差
が
あ
り
ま
す
。
年
収

は
２
５
０
万
円
程
度
で
雇
用
不

安
を
抱
え
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

沖
電
気
労
働
組
合
の
委
員
長

は
「
非
正
規
労
働
者
の
み
な
さ

ん
が
抱
え
て
い
る
雇
用
不
安
や

収
入
の
格
差
の
問
題
は
決
し
て

正
規
社
員
と
ま
っ
た
く
無
関
係

の
と
こ
ろ
で
起
き
て
い
る
事
象

で
は
な
い
」
と
し
て
今
年
の
春

闘
で
契
約
社
員
の
正
規
社
員
化

を
会
社
に
要
求
し
た
が
、
会
社

の
回
答
は
ゼ
ロ
で
し
た
。

諸
外
国
並
み
に
同
一
労
働
、

同
一
賃
金
、
正
規
社
員

が
あ
た
り
ま
え
の
日
本

を
望
み
ま
す
。

新
人
の
元
気
な
挨
拶

気
持
ち
い
い
で
す
。

【
埼
玉
・
本
庄
】

新
入
社
員
教
育
で
も
挨
拶
運

動
が
徹
底
さ
れ
、
毎
朝
あ
っ
た

人
誰
に
対
し
て
も
ビ
ッ
ク
リ
す

る
ほ
ど
大
き
な
声
で
、｢

お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す｣

と
挨
拶
。
と
て

も
新
鮮
で
気
持
ち
が
い
い
。
挨

拶
は
い
い
人
間
関
係
を
つ
く
る

基
本
と
い
う
こ
と
が
良
く
わ
か

る
。一

方
、
工
場
見
学
な
ど
で
来

る
お
客
様
に
対
し
て
の
挨
拶
が

な
っ
て
い
な
い
。
お
客
様
の
顔

を
見
る
と
避
け
る
。

顧
客
満
足

度
の
ア
ッ
プ
の
観
点
か
ら
も
、

お
客
様
に
あ
っ
た
ら
元
気
良
く

挨
拶
を
・
・
・
と
朝
礼
で
管
理

職
か
ら
事
あ
る
ご
と
に
い
わ
れ

て
い
る
。

で
も
良
く
見
て
い
る
と
、
管

理
職
か
ら
率
先
し
て
日
常
の
挨

拶
を
し
て
い
る
人
が
少
な
い
の

は
ど
う
し
た
こ
と
か
。

ま
た
派
遣
社
員
で

「
生
産
調
整
」
か

【
群
馬
・
富
岡
】

今
年
度
、
富
岡
工
場
は
大
忙

し
で
す
。
工
場
の
稼
働
工
数
を

超
え
る
生
産
量
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
今
後
新
た
に
二
台
の
大

型
自
動
機
が
導
入
さ
れ
、
工
場

の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
ま

す
。
ま
た
残
業
・
休
日
出
勤
と

併
せ
て
派
遣
社
員
を
採
用
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
採
用
さ
れ

た
派
遣
社
員
の
中
に
は
、
昨
年

「
派
遣
切
り
」
さ
れ
た
方
も
い

ま
す
。

「
当
面
は
安
泰
だ
な
。
で
も

い
つ
ま
で
続
く
か
・
・
・
」
派

遣
社
員
に
は
昨
年
の
「
派
遣
切

り
」
不
安
が
付
き
ま
と
い
ま
す
。

今
、
国
会
で
は
「
製
造
業
へ

の
派
遣
は
原
則
禁
止
」
を
前
提

に
し
た
議
論
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

正
社
員
と
同
じ
仕
事
を
し
な
が

ら
、
低
い
労
働
条
件
で
「
生
産

の
調
整
弁
」
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
派
遣
社
員
。
沖
電
気
の
労

使
に
は
「
直
接
雇
用
化
」
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

若
者
の
失
業
率
１
０
％
超

【
話
題
】

４
月
、
沖
電
気
に
は
５
７
人

の
新
入
社
員
。
し
か
し
日
本
全

体
で
は
学
卒
未
就
職
者
が
２
１

万
余
。
１
５
歳
〜
２
４
歳
の
男

性
の
完
全
失
業
率
は
１
０
・
１

％
。
全
体
で
は
５
・
１
％
で
３

５
６
万
人
が
仕
事
を
得
て
い
な

い
。
有
効
求
人
倍
率
も
０
・
４

８
で
あ
る
。
（
総
務
省
）

《
沖
電
気
を
考
え
る
》

第
３
３
回

０
０
年
〜
０
９
年
連
結
決
算
の
積
算

特
別
損
失
５
５
１
億
円

特別損益
合
理
化
費
用

赤
字
の
７
１
％

合
理
化
費
用
と
呼

ば
れ
る
「
棚
卸
し
損

と
事
業
再
編
＋
特
別

退
職
金
の
合
計
」
は

６
６
９
億
円
。
こ
の

間
の
連
結
決
算
の
純

損
失
額
の
９
３
７
億

円
に
占
め
る
割
合
は

７
１
％
に
達
す
る
。

赤
字
↓
合
理
化
↓
赤

字
↓
合
理
化
の
連
続

で
あ
っ
た
こ
と
を
示

す
数
字
で
す
。

▼
固
定
資
産
売
却

芝
浦
・
小
金
井
な
ど

の
売
却
益
。
損
で
は

社
宅
の
減
損
な
ど
。

▼
為
替
損
益

為
替
の
変
動
に
よ
る

▼
棚
卸
し
評
価
損

在
庫
品
な
ど
の
償
却

や
評
価
変
動

▼
事
業
再
編

構
造
改
革
や
組
織
の

変
動
に
よ
る
影
響

▼
特
別
退
職
金

退
職
金
の
割
増
な
ど

▼
そ
の
他

災
害
損
失
な
ど

核不拡散条約（ＮＰＴ）再検討会議

廣瀬邦治さん 沖電気キャリヤ事業本部ＯＢ 訪米報告

ＮＰＴとは 70年3月に発効した核
不拡散条約の英語の略称（Nuclear Non

-Proliferation Treaty)。核保有の米・

ソ・英・仏・中）以外の国への「不拡散」

「核保有国の軍縮努力」「原子力の平和

利用」が３基本方針。１９０カ国が加盟

な
日
ざ
し
の
中
、
世
界

各
国
か
ら
の
参
加
者
で

埋
め
尽
く
さ
れ
、
集
会

と
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
集
会
で
は
秋

葉
広
島
市
長
、
田
上
長

崎
市
長
、
広
島
被
爆
者
、

各
国
の
反
核
平
和
活
動

上
段
右
か
ら
２
人
目

公務員人件費の対ＧＤＰ比 07年 日
本
は
公
務

員
の
人
件
費

が
多
す
ぎ
る

と
は
言
え
な

い
の
よ
！


